
平針の歴史についてのページ 近現代 

 

１８６８年、元号が明治に改められ、明治維新が成功して、以後日本の近代化が進んでい

きますが、近代化への下地はそれ以前から準備が進んでいました。 

 

文化１１年（１８１４年）に駿河街道に大川橋（現在の天白橋）が架けられました。 

 

弘化２年（１８４５年）に平針の神官の連伴雄が寺子屋を開設しました。これは明治２年ま

で続きました。 

 

（慶応３年（１８６７年）大政奉還・王政復古の大号令） 

（慶応４年、明治元年（１８６８年）） 

明治元年（１８６８年）天白川より取水する新用水が完成しました。須賀弥蔵の発起で作ら

れました。秋葉山慈眼寺に顕彰碑が立てられています。 

 

 

 



明治６年には平針郵便局が開設。小学勧道学校という小学校の前身もできました。 

 

明治９年には赤池村と合同で「平池学校」が秀伝寺に開設。 

 

（明治１０年、西南戦争） 

 

明治２０年頃から馬市が２月と９月に定期的に開かれるようになったり、亜炭の採掘が始

まったりしています。 

亜炭とは、褐炭の一種で、石炭になりかけの植物の化石です。水などの不純物が多く、製鉄

や工業用の燃料にはなりませんが、「岩木・イワキ」とも呼ばれ、家庭用の燃料として重宝

されました。しかし、煙や臭いはひどく、石油やガスが簡単に入手できるようになると使わ

れなくなりました。この地方ではおおむね１，６００万年～１００万年前の地層に含まれて

います。東海湖が存在した時代と重なります。 

 

（明治２２年、大日本帝国憲法発布、翌２３年、教育勅語発布） 

 

明治２４年に濃尾地震が起こり、大きな被害が出ましたが、これ以後、平針の地でも養蚕が

盛んになり、重要な産業になります。 

生糸は戦前の日本にとって一番重要な輸出品でした。当時の欧米では帽子、ストッキング、

などの消耗品に大量のシルクを必要としていました。 

明治２６年に秋葉山慈眼寺の本堂が再建されました。 

 

（明治２７年～２８年、日清戦争） 

 

明治３５年に農商銀行代理店が開店しました。 

 

（明治３７年～３８年、日露戦争） 

 

明治３９年に平針・植田・島田・野並・弥冨（八事）の各村が合併して「天白村」が発足し

ました。「天白」の名前は、村の中央部を天白川という川が流れていることから名付けられ

ました。「天白」とは、東海地方で信仰されている神で、星神・水神・安産祈願ともされ、

風水害除けのため川端など低地に祀られることも多く、天白川端では緑区の東海道天白橋

付近にありました。現在この神社は、緑区成海神社の摂社として祀られています。 

 

明治４０年頃、名古屋～挙母間に平針を通る乗合馬車が開通しました。 

明治４５年に、平針にあった天白郵便局で電信電報業務が開始されました。 



 

 

 

（明治４５年、大正元年（１９１２年）中華民国成立、清王朝滅亡） 

（大正３年～７年、第一次世界大戦） 

 

大正６年（１９１７年）平針に電気が引かれ、電灯が点くようになりました。 

（１９１７年、ロシア革命） 

（大正８年、ベルサイユ条約、スペイン風邪流行） 

 

大正１５年に熱田～平針間にバス路線が開通しました。日本逓送という会社です。 

（大正１５年、昭和元年（１９２６年）） 

昭和４年（１９２９年）には尾三バス（後に名古屋鉄道に吸収）が、名古屋～挙母間と名古

屋～足助間にバス路線を開通しました。 

昭和２年に金融恐慌が起こって、農村も大不況になりました。この時、農商銀行も破産して

います。 

（１９２９年、世界恐慌） 

（昭和６年（１９３１年）、満州事変） 

（昭和１２年～２０年、日華事変） 



（昭和１４年～２０年、第二次世界大戦） 

（昭和１６年～２０年、太平洋戦争） 

昭和２０年（１９４５年）、戦争による空襲が激しくなり、秀伝寺・平針分教場などが焼失

しました。 

昭和２２年、農地改革が行われ、平針では、自作農地２３０町歩、小作農地７７町歩となり

ました。（１町歩は約１００ｍ四方） 

農地改革とは、地主が所有していた農地を、国が安く買い上げて、その農地を耕作していた

小作農に払い下げるとういう改革です。 

同じ年、天白橋からわたや呉服店前まで、幅員１６ｍの飯田街道新道が建設されました。 

 

昭和２７年には天白橋が架け直されました。この時はまだ木造でした。 

昭和２９年になると飯田街道が、二級国道１５３号線名古屋塩尻線として指定されました。 

昭和３０年に天白村が名古屋市に合併し、昭和区天白町大字平針となりました。 

この年に平針小学校が天白小学校から独立し、天白村立平針小学校になり、向ノ山（伝兵衛

山）に新校舎が建てられました。そして名古屋市合併に伴って名古屋市立平針小学校になり

ました。また、平針分教場は、秀伝寺経営の保育園になりました。 

同じ年、平針木遣り音頭が、名古屋市指定無形民俗文化財に指定されました。 

この頃の戸数は４２６戸だったそうです。また、水道も引かれました。 

 

 

 



昭和３３年に天白橋が鉄筋コンクリート造で架け替えられました。 

 

（昭和３４年（１９５９年）、伊勢湾台風） 

（昭和３５年、日米安保条約改定、所得倍増・高度成長政策発表） 

 

昭和３７年に天白電報電話局ができました。現在の NTT西日本天白電話交換所です。 

また同じ年、東海学園女子高等学校が開校しました。 

 

（昭和３９年、東京オリンピック、名神高速道路・東海道新幹線開通） 

昭和３９年に県営平針住宅ができました。一気に２０００戸の入居がありました。 

 

昭和４０年に愛知県運転免許試験場が移転して来ました。同じ年、名古屋市農業センターも

開設されました。また、国道１５３号線が一級国道に昇格しました。 

 

 

 

 

 

 



昭和４１年に天白郵便局が植田に新設され、元の場所は「平針郵便局」となりました。 

 

昭和４２年に向ノ山土地整理組合が発足しました。平針地区も本格的に宅地造成される時

代を迎えます。 

 

昭和４３年に、今度は原土地整理組合が発足しました。 

 

（昭和４４年、東京大学安田講堂事件、東名高速道路開通） 

 

昭和４５年に引き続き平針土地整理組合が発足しました。またこの年、字小田から大根橋に

至る道路（幅２５ｍ）、小田から字欠下に至る飯田街道バイパス（幅２５ｍ）、岡崎街道バイ

パス（幅２０ｍ）が開通しました。 

 

昭和４６年に市営原住宅が完成しました。２０９戸の入居でした。 

 

（昭和４７年、沖縄返還、日中共同声明、浅間山荘事件、札幌冬季オリンピック） 

（昭和４８年、第四次中東戦争・石油ショック） 

昭和４８年に市営平針西住宅が完成しました。２１１戸の入居でした。 

またこの年、平針中央土地整理組合が発足しました。 

この年の平針の住民は、１３７０戸１３，０１８人でした。 

 

昭和４９年に名古屋市立平針南小学校が独立しました。 

この年名古屋市営の市電が廃止されました。 

 

（昭和５０年（１９７５年）、第一回先進国首脳会議参加） 

 

昭和５０年、天白区が発足しました。名古屋市が１６区になり、天白区と名東区が増えまし

た。天白区天白町大字平針字・・・と表記。 

平針南住宅が完成しました。１８６戸の入居でした。 

 



 

 

昭和５１年に平針中学校が開校しました。 

この年、平針小学校が、野生鳥獣保護で文部大臣賞を受賞しました。 

針名神社の本殿が鉄筋コンクリート造りで造営されました。 

 

昭和５３年に地下鉄鶴舞線八事～赤池間が開通しました。同時に平針駅にバスターミナル

も開設されました。 

 

 



 

昭和５４年に名鉄赤池～豊田市間が開通し、地下鉄鶴舞線と名鉄豊田新線の相互乗り入れ

運行が始まりました。 

 

昭和５５年に原小学校が独立しました。 

この年、秋葉山慈眼寺の参道が完成しました。また平針公民館（現旧公民館・元消防団詰所）

が竣工しました。 

この頃からマンションの建設ラッシュが始まりました。 

 

（昭和５８年、任天堂ファミリーコンピューター発売） 

（昭和６０年、NTT・JT発足） 

昭和６０年に名古屋記念病院が開設されました。 

 

（昭和６１年～平成３年、バブル景気） 

 

昭和６１年に天白橋が改築され、幅員が２５ｍになりました。また国道１５３号線バイパス

の四車線化工事が完成しました。 

 

 



 

（昭和６２年、JR発足、連合発足） 

（昭和６３年、日米農産物交渉決着、３年後から牛肉・オレンジ輸入自由化） 

（昭和６４年/平成元年（１９８９年）、平成改元、消費税導入、中国天安門事件、米ソ冷戦

終結宣言、リクルート事件） 

 

平成元年に平針北小学校が独立しました。 

 

（平成２～３年、湾岸危機・湾岸戦争、ドイツ統一、ソ連崩壊） 

 

平成３年に植原橋が竣工しました。 

この橋の架かる道路は、計画段階では道路ではなく、地下鉄鶴舞線の高架線路を作る予定で

した。集落が分断されてしまうという地元の人々の反対で、地下鉄は高架ではなく地下に通

すことになりました。そのため線路用地は道路となりましたが、橋の建設は遅れていました。 

 

 

 

（平成５年、自民党政権を失う、米大凶作） 

 



平成６年に一周１８０ｍの国道３０２号線歩道橋が完成しました。 

 

 

 

（平成７年、阪神淡路大震災、オウム真理教事件、Windows95発売） 

（平成１０年～、自民党と公明党連立政権） 

（平成１０年（１９９８年）、長野冬季オリンピック） 

（平成１２年、東海豪雨） 

（平成１３年（２００１年）、アメリカ同時多発テロ・アフガニスタン侵攻） 

（平成１４年、サッカーワールドカップ日韓共同開催） 

（平成１５年、イラク戦争） 

（平成１７年、中部国際空港開港、愛知万博（愛・地球博）） 

（平成１８年、郵政民営化、三菱東京ＵＦＪ銀行合併） 

（平成２０年、iPhone発売、リーマンショック） 

平成２０年に並木病院が開設されました。 

 

（平成２１年～２４年、民主党政権） 

（平成２２年、日本年金機構発足） 

平成２２年に環状２号線（国道３０２号線・名二環）が全線開通しました。 



 

（平成２３年、東日本大震災、テレビ地上デジタル放送移行） 

平成２３年に針名神社の参集殿が竣工しました。 

 

（平成２６年、御嶽山噴火） 

平成２８年に平針学区消防団詰所が現在地に移転竣工しました。 

（平成２８年、熊本地震） 

（平成３１年/令和元年（２０１９年）、令和改元、ラグビーワールドカップ日本開催） 

（令和２年～５年、新型コロナウィルス流行） 

令和２年に平針運転免許試験場の新庁舎が供用を開始しました。 

 

（令和３年、東京オリンピック開催） 

（令和４年～、ウクライナ戦争） 

（令和５年、イスラエル、ガザ侵攻、ジャニーズ事務所解体、宝塚歌劇団問題） 

（令和６年（２０２４年）、能登半島地震、自民党裏金問題） 


